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＜＜＜ 本日の例会 第３０４２回 ＞＞＞
2026年 4月 24日(金) 北見地区消防組合消防署 12:30～

◇点鐘(開会)
◇ロータリーソング：割愛
◇会長挨拶：近藤会長
◇その他：
◇会長報告：近藤 会長
◇幹事報告：髙橋 幹事
◇委員会報告：各委員会より
◇ニコニコＢＯＸ：割愛
◇本日のニコニコ：割愛

◇本日のプログラム
◇担当：担当：社会・職業奉仕委員会

職場移動例会 北見地区消防組合消防署
◇点鐘(閉会) 近藤会長

＜＜ 今 後 の 例 会 予 定 ＞＞
≪ 4月例会等予定 ≫

■4月24日(金) 担当：社会・職業奉仕委員会
職場移動例会(12時半北見地区消防組合消防署寿町2丁目1−28)

■4月25日(土) 第5分区 IM 網走(ｵﾎｰﾂｸ文化ｾﾝﾀｰ、網走ｾﾝﾄﾗﾙﾎﾃﾙ)

≪他RC例会等の予定≫
■4月30日(木) 北見西RC 法定休会
■4月29日(水) 北見RC 特別休会

≪ 5月例会等予定 ≫
■5月 1日(金) 法定休会

■5月 8日(金) 法定休会

■5月15日(金) 夜間花見例会(18時～穂高牧場)

■5月16～17日 RYLAセミナー in 釧路

■5月22日(金) 担当：会員研修・増強委員会

■5月29日(金) 担当：青少年奉仕委員会「RYLAセミナー報告会」

ゲスト卓話：RYLAセミナー参加者



■会長挨拶：近藤 裕 会長 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
本日の移動例会ですが、今から8年以上前に1度本署を見学させ

ていただいております。しかし、新しい入会者もおられますので、
あらためまして本日の見学で消防署の方が地域の安全を支えてくれ
ている現場の取り組みや装備について学ばせていただき、私たち自
身の防災意識を高める機会にしたいと考えております。どうぞよろ
しくお願いいたします。
■幹事報告：髙橋 一徳 幹事 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
1. ２名の新入会員の推薦があり、４月22日の理事会で推薦が承認

されましたので、細則第１２条第５節に基づき、異議のある方は
７日以内に理由を付した書面にて理事会に申し立て下さい。

被推薦者は次の方です。
(1)被推薦者（会員候補者）：大谷昌人（おおたに まさと）氏
勤務先及び役職損害保険ジャパン株式会社 北見支社長
推薦者：堀江 篤会員・服部 敦会員、職業分類：火災保険業

(2)被推薦者（会員候補者）：千葉昌宏（ちば よしひろ）氏
勤務先及び役職三和シャッター工業㈱ 北海道事業部帯広支店 北見営業所 所長
推薦者：山本貴一会員・平澤博明会員、職業分類：鋼製建具業

2. 明日4月 25日(土)ＩＭ（網走）参加者は12:45までに現地に集合して下さい。
3. R7年青森県東方沖地震支援のご協力のお願いが来ております。5/15の夜間例会
にて支援金を集めたいと思いますので、宜しくお願い致します。

4.北見４ロータリークラブ麻雀大会が開催されました。当クラブ準優勝。山本会員
が準優勝です。第4位に菊池会員が入っております。おめでとうございます。

5. 例会変更です。5/1・5/8は法定休会となっております。次回は5/15の夜間花
見例会となります。

6. 事務局ＧＷお休み期間：2026.04.29(水)～05.08(金)までとなっております。
・４月のロータリーレートは＄１＝160円です。
■本日のプログラム：プログラム委員会
◇社会・職業奉仕委員会 大村委員長 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊
本日は消防署を後ほど見学させていただきますが、その前に救急以

外で私たちが知らない消防署の地域との関わり等をお話していただく
予定になっていますので、何か質問があれば最後にお願いします。本
日はよろしくお願いいたします。
◇はじめに：北見地区消防組合消防本部 総務課 総務担当係長 北澤 和樹 様
皆様、本日はお越しいただきありがとうございます。本日はどうぞよ

ろしくお願いいたします。本日20分程度講演させていただいた後、消
防署内の見学を2グループに分かれて実施させていただきます。どうぞ
よろしくお願いいたします。
はじめに消防本部、消防長から歓迎のご挨拶申し上げます。

◇歓迎のご挨拶：北見地区消防組合消防本部 消防長 佐藤 哲也 様
皆さん、本日は当消防本部へご来場いただき誠にありがとうござ

います。心から感謝を申し上げます。近藤会長をはじめ会員の皆様
には、平素より消防行政に対し深いご理解ご協力をいただきまして
誠にありがとうございます。
今月16日には、根室市で発生をしました林野火災で328ヘクタ

ールという広大な面積が消失をいたしました。当消防組合消防本部
からも広域応援として14名の職員を派遣いたしたところでござい
ます。また、今月20日には、三陸沖を震源といたしますマグニチュード7.7、最
大震度５強の地震が発生し、津波注意報あるいは津波警報が発表されるなど、津波
災害への緊張が高まったところでもございます。さらに、皆さんご承知の通り、現



在もなお岩手県を大槌町においては、大規模な林野火災が発生し、今なお延焼中で
ございます。住民も避難をしているという状況でして、とても心配している状況で
もございます。
これら消防機関に課せられている役割は多種多様でございますので、本日の視察

を通じまして、消防業務あるいはその消防の役割について、ぜひご理解を深めてい
ただき、防火、防災への関心を一層高めていただければ幸いに存じるところでござ
います。
結びに、限られた時間ではございますが、本日の視察が有意義なものとなること

をご祈念申し上げ、甚だ簡単措辞ではございますが、歓迎のご挨拶にさせていただ
きます。本日はどうぞよろしくお願いいたします。
◇地域の安全を守る砦 ―北見地区消防組合の現状と防災への備え―
北見地区消防組合消防本部 総務課 課長・消防指令長 今野 和弘 様
街の安全を支える消防体制の最前線について、防災危機管理室で

啓発業務にも携わってきました、本日は「警防体制と災害概況」、
そして最新の「防災気象情報」について詳しく解説していきますの
でよろしくお願いいたします。
1. 北見地区消防組合の組織体制
私たちの街を守る北見地区消防組合は、北見市、置戸町、訓子府

町の1市2町で構成されています。その組織規模は、1本部・1消防
署・5支署・3出張所・1分遣所の計10施設に及びます。職員数は
268名で、そのうち7名の女性職員も活躍しており、各署において女性専用スペー
スの完備が進むなど、多様な人材が働ける環境整備が進められています。 ま
た、地域防災の要である消防団員は633名（うち女性53名）が在籍しており、特
に災害対応に特化した「機能別消防団員」47名の存在は、大規模災害時における
心強い戦力となっています。
2. 精鋭部隊と高度な医療連携
消防の業務は、火災消火のみならず、救助、救急と多岐にわたります。
 特別救助隊：令和2年4月に発足したこの部隊は、高度な知識と技術、強靭な

体力を備えた専門集団です。水難救助隊も兼ねており、陸上・水上を問わず迅
速な救助活動を展開しています。

 救急体制とワークステーション：組合内には 11 台の救急車が配置されています。
特筆すべきは、平成 28 年に北見赤十字病院内に設置された「救急ワークステー
ション」です。これは道内では札幌市に次いで 2 番目の導入であり、救急救命
士が病院内で継続的な実習を行うことで、医療との緊密な連携と技術向上を図
っています。

 ドクターカーの運用：北見赤十字病院と提携し、妊婦さんの緊急事態に対応す
る「周産期救急ドクターカー」や、交通事故などの重症現場へ医師・看護師を
乗せて急行する「救急診療前ドクターカー」を運行しており、救命率の向上に
直結する体制が整っています。

3. 進化する通信指令システム
本年3月、消防通信指令システムが刷新されました。この新システムは災害発生

時の場所特定や車両選定を自動化し、まさに「災害のフロント」として機能してい
ます。 さらに4月からは「映像119」の運用も開始されました。これは、通報
者のスマートフォンのカメラ映像をリアルタイムで指令センターと共有するシステ
ムです。言葉では伝えにくい現場の緊迫した状況や、負傷者の状態を視覚的に把握
できるため、より的確な応急手当の指示や出動判断が可能となりました。
4. 近年の災害概況と教訓
北見地方は、過去にも甚大な自然災害に見舞われてきました。平成16年の「100

年に一度」と言われた記録的大雪や、平成28年の常呂川氾濫などは、私たちの記
憶に深く刻まれています。 最近では、昨年12月の暴風雪や、本年4月に根室市



等で発生した大規模な林野火災など、気候変動の影響を感じさせる事象が増えてい
ます。これを受け、当組合でも本年4月から「林野火災注意報・警報」制度を新た
に導入し、火の不始末への注意喚起を強化しています。
5. 防災気象情報の変更と「自らの行動」
本年5月29日から、防災気象情報の表現が一部変更されます。重要なキーワー

ドは「警戒レベル」です。
 警戒レベル3（高齢者等避難）：避難に時間を要する方や施設が避難を開始す

るタイミングです。
 警戒レベル4（避難指示）：対象地域の全員が速やかに避難すべき段階です。

情報は待っているだけではなく、自ら取得することも重要です。北見市が配信
する「メール＠きたみ」や公式SNSを活用し、自分に必要な情報をカテゴリー
選択して受け取れるよう設定しておくことが、迅速な避難行動への第一歩とな
ります。

おわりに
消防職員の方々は「笑顔のために、最高の備えを」というスローガンのもと、日

夜訓練に励んでいます。しかし、「市民の協力なしに災害現場は完結しない」とい
う事実です。緊急走行への理解、マイナ保険証を活用した救急搬送の円滑化、そし
て何より日頃からの防火・防災意識の向上が、結果として自分たちの街を守ること
につながります。 今回の見学を通じて、行政や消防に頼り切るのではなく、自
らの安全は自ら守る「自助」、そして地域で助け合う「共助」の精神を改めて再確
認していただければと思います。
◇施設見学
・北見地区消防組合 北見消防署 通信指令課長 菊地 弘真 様
・ 〃 通信指令課設備担当係長 成田 哲崇 様

通信指令センターは、本年3月から指令台が新し
くなり、本運用をしております。本部運用に合わせ
て、4月から映像119も運用開始させていただきま
した。映像119は、 119番をかけた際に現場の状況
が分からない、うまく伝えることができないとき
に、通報者のお手持ちのスマートフォンを使用して
映像を送るというシステムです。ただ、スマートフ
ォンをお使いになる時セキュリティがかかっていた

り、位置情報がオンにしていなか
ったりといろんな制約があります
がURLをタップしていただけれ
ば、通信司令課と映像でつない
で、現場の状況を見せていただき
すごく活躍できるシステムになっ
てございます。
◇謝辞：近藤 裕 会長
本日は、私達のために貴重な時間を割いていただき、心より感謝申し上げます。
消防署の皆さまが日々積み重ねておられる努力と献身が、地域の安心と安全を支

えていることを改めて実感しました。365日 24時間のお仕事ですが市民にとって必
要不可欠であります。何かと大変なお仕事かとお察し申し上げますが、深くどうか
よろしくお願い申し上げます。
本日はありがとうございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
創立65周年記念実行委員会
第1回全体会議 議事録（R8/4/17）
右ＱＲコードからダウンロード願います。


